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募　

集

問
市
民
課
生
活
環
境
班

　

☎
内
線
２
５
２
８

市
町
村
交
通
災
害
共
済
の
加
入
受

付
を
開
始
し
ま
す

申
・
問
総
務
課
人
事
班

　

☎
内
線
２
３
１
７

平
成
28
年
度
臨
時
職
員
の
登
録
を
受

け
付
け
ま
す

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
づ
く
り
推
進
班

　

☎
57-

０
９
７
７

平
戸
市
保
健
事
業
実
施
計
画（
案
）

の
意
見
募
集
〜
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
〜
を
行
い
ま
す

申
・
問
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　
　
　

☎
内
線
２
６
０
２

平
成
28
年
度
平
戸
市
奨
学
資
金
の

奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

募　

集
申
・
問
福
祉
課
障
害
福
祉
班

　
　
　

☎
内
線
２
５
６
４

第
16
回
長
崎
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
出
場
し
ま
せ
ん
か
？

申
・
問
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

　
　
　

☎
内
線
２
５
８
２

「
第
13
回
長
崎
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
」ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

　

こ
の
大
会
で
は
、
全
国
健
康
福
祉
祭（
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
２
０
１
６
）の
予
選
を
兼
ね

ま
す
。（
わ
の
わ
リ
ン
グ
、
ロ
ー
ン
ボ
ウ
ル
ス

を
除
く
）

○
と　

き　

５
月
14
日（
土
）

○
と
こ
ろ　

長
崎
市
総
合
運
動
公
園
か
き
ど
ま

　

り
運
動
広
場
ほ
か

○
個
人
種
目　
（
８
種
目
）卓
球
、
テ
ニ
ス
、
ソ

　

フ
ト
テ
ニ
ス
、マ
ラ
ソ
ン
、弓
道
、剣
道
、水
泳
、

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

○
団
体
種
目　
（
９
種
目
）ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ゲ

　

ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　

ゴ
ル
フ
、
太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

　

サ
ッ
カ
ー
、
わ
の
わ
リ
ン
グ
、
ロ
ー
ン
ボ
ウ

　

ル
ス

○
参
加
資
格　

県
内
在
住
の
60
歳
以
上（
昭
和

　

32
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）の
人

○
参
加
費

　
（
個
人
種
目
）１
人
５
０
０
円

　
（
団
体
種
目
）種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す

○
申
込
先　

各
競
技
団
体

○
募
集
締
切
日　

２
月
29
日（
月
）

　　

長
崎
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
通
じ
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
社
会

参
加
と
生
活
の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

全
国
大
会
の
県
予
選
を
兼
ね
て
い
ま
す
が
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
参
加
も
で
き
ま

す
。

○
と　

き　

５
月
29
日（
日
）

○
と
こ
ろ　

県
立
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

　
（
メ
イ
ン
会
場
）ほ
か
諫
早
市
内

○
競
技
種
目　

陸
上
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・

　

卓
球
・
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
・
ユ
ニ

　

カ
ー
ル
・
ボ
ッ
チ
ャ
ほ
か（
参
加
は
１
人
１

　

種
目
）

○
対
象
者　

次
の
①
〜
③
全
て
に
該
当
す
る
人

　

①
市
内
に
お
住
ま
い
の
人　

　

②
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
13
歳

　
　

以
上
の
人　

　

③
各
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

　
　

※

知
的
・
精
神
の
障
が
い
の
場
合
は
、
こ

　
　

の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。　

○
申
込
方
法　

福
祉
課
障
害
福
祉
班
ま
た
は
各

　

支
所
地
域
振
興
課
、
各
出
張
所
の
窓
口
に
備

　

え
付
け
の「
参
加
申
込
書
」に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
募
集
締
切
日　

２
月
19
日（
金
）

　

平
成
28
年
度
市
町
村
交
通
災
害
共
済
の
加
入

受
付
を
、
２
月
１
日（
月
）か
ら
本
庁
、
各
支

所
地
域
振
興
課
、
出
張
所
に
て
開
始
し
ま
す
。

○
対　

象　

国
内
で
自
動
車
、
電
車
、
原
動
機

　

付
自
転
車
、
自
転
車（
16
イ
ン
チ
以
上
）、
旅

　

客
船
、
旅
客
機
な
ど
の
接
触
、
衝
突
、
転
覆

　

な
ど
に
よ
り
事
故
に
あ
っ
た
場
合

○
加
入
で
き
る
人　

平
戸
市
に
住
民
登
録
を
し

　

て
い
る
人
。
ま
た
就
学（
学
生
）の
た
め
に

　

一
時
的
に
転
出
し
て
い
る
人

○
掛　

金　

１
人
５
０
０
円（
中
途
加
入
者
も

　

同
額
）

○
共
済
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
29
年
３
月
31

 

日(

中
途
加
入
者
は
窓
口
で
受
理
し
た
日
時

　

か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日)

○
加
入
方
法　

各
世
帯
に
配
布
ま
た
は
市
民
課

　

・
各
支
所
・
各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
共
済

　

加
入
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
掛

　

金
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
○
対
象
者　

高
校
・
高
専
・
専
修
・
短
大
・
大

　

学
に
進
学
予
定
、
ま
た
は
在
学
中
で
、
保
護

　

者
が
市
内
に
居
住
し
て
お
り
、
経
済
的
理
由

　

か
ら
修
学
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

　

※

ほ
か
の
奨
学
制
度
か
ら
の
貸
与
を
受
け
て

　
　

い
る
人
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
貸
与
金
額（
月
額
）

　

▼
高
校（
国
公
立
）　

１
２
，
０
０
０
円

　

▼
高
校（
私　

立
）　

２
４
，
０
０
０
円

　

▼
高
専
・
専
修

　
　
（
自　

宅
）

　
　

１
２
，
０
０
０
円
〜
３
０
，
０
０
０
円

　
　
（
自
宅
外
）

　
　

１
２
，
０
０
０
円
〜
４
０
，
０
０
０
円

　

▼
短
大
・
大
学

　
　
（
自　

宅
）３
０
，
０
０
０
円

　
　
（
自
宅
外
）４
０
，
０
０
０
円

　

▼
就
学
一
時
金　

３
０
０
，
０
０
０
円（
一
括
）

　
　

※

大
学
、
短
期
大
学
お
よ
び
専
修
学
校
に

　
　
　

限
る
。

○
募
集
期
間　

３
月
１
日（
火
）〜
４
月
28
日

　
（
木
）

○
貸
与
期
間　

正
規
の
最
短
修
業
年
限
の
期
間

　

※

休
学
し
た
と
き
な
ど
の
期
間
に
対
し
て
は
、

　
　

貸
与
で
き
ま
せ
ん
。

○
返
還
期
間　

貸
与
期
間
満
了
の
月
の
翌
月
か

　

ら
据
え
置
き
期
間
を
１
年
以
内
と
し
、
10
年

　

以
内
の
期
間
内
に
月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦
、

　

ま
た
は
全
額
一
括
返
還
と
な
り
ま
す
。

　
　

な
お
、
産
業
後
継
者
と
し
て
認
定
さ
れ
た

　

場
合
は
、
奨
学
金
が
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

○
採
用
期
間　

平
成
28
年
４
月
以
降
の
必
要
な

　

期
間（
必
要
に
応
じ
て
選
考
採
用
し
ま
す
。

　

欠
員
な
ど
が
無
い
場
合
は
、
登
録
し
て
も
採

　

用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

○
職
務
内
容　

一
般
事
務
補
助
、
看
護
師
、
保

　

育
士
な
ど

○
勤
務
時
間　

１
日
６
時
間
〜
７
時
間
45
分

○
登
録
方
法　

市
販
の
履
歴
書
、
ま
た
は
総
務

　

課
・
各
支
所
・
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
込

　

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。

　

※

看
護
師
、
保
育
士
と
し
て
登
録
を
希
望
す

　
　

る
人
は
免
許
証
な
ど
の
写
し
を
添
え
て
く

　
　

だ
さ
い
。

　

※

登
録
の
有
効
期
間
は
、
平
成
29
年
３
月
31

 
 

日（
金
）ま
で
で
、
提
出
書
類
は
返
却
し

　
　

ま
せ
ん
。

○
応
募
資
格　

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格

　

事
項
に
該
当
し
な
い
人（
障
が
い
の
あ
る
人

　

に
つ
い
て
は
、
介
助
な
し
で
職
務
遂
行
で
き

　

る
人
）

○
日
額
賃
金　

５
，
９
０
０
円（
事
務
補
助
・

　

７
時
間
45
分
勤
務
の
場
合
）

　

市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら

２
カ
年
計
画
と
し
て
、
健
康
・
医
療
情
報
を
活

用
し
た
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
保
健
事
業
の
実

施
を
図
る
た
め
、「
平
戸
市
保
健
事
業
実
施
計

画（
案
）」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
、
計
画
案
を
公
表
し
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
募
集
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

○
計
画
の
趣
旨　

糖
尿
病
を
は
じ
め
と
す
る
生

　

活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
を
予
防
し
、
被

　

保
険
者
の
健
康
増
進
に
つ
な
げ
、
事
業
を
通

　

し
た
評
価
を
行
い
ま
す
。

○
計
画
の
入
手
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

　

載
し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
市
民
課
国
保
年

　

金
班
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
、
各
出
張

　

所
お
よ
び
度
島
連
絡
所
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

○
意
見
の
募
集
期
間　

２
月
１
日（
月
）〜
３

　

月
１
日（
火
）

○
意
見
の
提
出
方
法

　

①
市
民
課
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
・
各

　
　

出
張
所
の
窓
口
へ
直
接
提
出

　

②
郵
便
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー（
〒
８
５
９-

４
８
０
７　

　
　

田
平
町
里
免
90
番
地
）

　
　

Ｅ
メ
ー
ル hokense@

city.hirado.lg.jp

　

③
Ｆ
Ａ
Ｘ　

57-
０
９
８
８
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平戸ブランドについて東京で学ぶ
　12月９日、平戸高等学校２年生の生徒たちが修学旅行で、東

京上野にある平戸市アンテナ居酒屋「長崎県　平戸漁港　六次朗」

を訪問しました。６次産業への取り組みや平戸市の素材が東京に

どのように流通しお客様に提供されているか、ふるさとがどのよ

うにＰＲされているのかなどを学んでほしいと、平戸高校と市が

協力して実施しました。訪れた生徒の皆さんは昼食に東京で人気

のある、平戸の食材を使った料理などを堪能しました。

　１月６日、平戸文化センターで、「平成28年新年祝賀交歓会」（平

戸市・平戸商工会議所共催）が開催されました。

　市内の各事業者などから約350人が参加し、黒田市長のあいさ

つの後、鏡開きでにぎやかに開幕し、田平権現太鼓の勇壮な太鼓

の演奏が披露され会場に華を添えました。

　参加した皆さんは、平戸市の今年１年のさらなる飛躍を誓って

いました。

今年がいい１年になるように！



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

【出場予定者】

問
文
化
交
流
課
文
化
遺
産
班

　

☎
内
線
２
２
６
９

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
貝
合
わ
せ
を
作
ろ
う
」を
開
催
し
ま
す

問
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
班

　

☎
内
線
５
１
６
６

第
65
回
郡
市
対
抗
県
下
一
周
駅
伝

大
会
開
催
に
つ
い
て

問
市
民
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
２
５
９
０

「
前
納
」が
お
得
！
平
成
28
年
度
国
民

年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
前
納
申
し

込
み
は
お
早
め
に

問
総
務
課
行
政
班

　

☎
内
線
２
３
１
６

平
成
27
年
度
平
戸
市
表
彰
式
お
よ
び
平

戸
市
ま
ち
づ
く
り
大
会
を
開
催
し
ま
す

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
22-

3
1
6
7

火
災
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

問
市
民
課
生
活
環
境
班

　

☎
内
線
２
５
２
８

危
険
物
の
出
し
方
に
注
意
！！

問
地
域
協
働
課
協
働
交
通
政
策
班

　

☎
内
線
２
３
１
４

ツ
ー
リ
ズ
ム
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

小場　俊雄

岩田　英治

横山　美明

松田　憲二

栁本　元気

久松　　徹

末吉　直孝

髙田　弘樹

西　　大地

大山　賞之

川村　訓大

小倉　大輔

黒田龍之介

小場　雄太

恋塚　斗貴

大石　　凌

奥村　公希

北原　隆慎

末吉　範平

望月　千幸

前川　晴菜

碓井さくら

ダイコウ建設

平戸消防本部

平戸市陸協

陸上自衛隊対馬

平戸消防本部

（株）スエオカ

陸上自衛隊竹松

平戸市消防本部

別府自衛隊

陸上自衛隊大村

陸上自衛隊大村

平戸市消防署

ＪＡながさき西海

長崎国際大4年

亜細亜大3年

陸上自衛隊大村

猶興館高３年

鹿町工高１年

長崎県警

キヤノンアスリートクラブ

十八銀行

鹿屋体育大2年

総監督

監　督

男　
　
　
　
　
　
　
　

子

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

区  分 氏　　名 所　　　　属

壮
年

女　

子

力
走
す
る
選
手
に
、
沿
道
で
の
温
か
い
声
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

※

小
・
中
学
生
選
手
に
つ
い
て
は
、選
考
中
で
す
。

　

な
お
、選
手
は
、変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
前
払
い
す

る
と
割
引
が
あ
る「
前
納
」と
い
う
制
度
が
あ

り
ま
す
。
特
に
口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
、
現

金
納
付
に
よ
る
前
納
よ
り
も
割
引
額
が
多
く
大

変
お
得
で
す
。

○
割
引
額（
平
成
27
年
度
の
保
険
料
額
に
よ
り

　　

２
月
19
日（
金
）か
ら
21
日（
日
）ま
で
の
３

日
間
、
郡
市
対
抗
県
下
一
周
駅
伝
大
会
が
行
わ

れ
ま
す
。
平
戸
市
チ
ー
ム
に
は
、
35
人
の
選
手

が
出
場
し
ま
す
。（
左
図
参
照
）

　

大
会
１
日
目
の
19
日（
金
）は
、
午
後
３
時

55
分
ご
ろ
田
平
支
所
前
を
通
過
し
、
大
会
２
日

目
の
20
日（
土
）は
、
午
前
８
時
に
平
戸
桟
橋

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
郷
土
の
誇
り
に
懸
け
て

　

計
算
）

　

・
２
年
前
納　

1
5
，
3
6
0
円

　

・
１
年
前
納　

3
，
9
2
0
円

　

・
６
カ
月
前
納（
４
月
〜
９
月
分
）（
10
月
〜

　

翌
年
３
月
分
）各
1
，
0
6
0
円

○
平
成
28
年
度
の
申
込
期
限　

　

２
月
29
日（
月
）

　

※

た
だ
し
、
６
カ
月
前
納（
10
月
〜
３
月
分
）

　
　

に
つ
い
て
は
、
8
月
31
日（
水
）

　

前
納
を
希
望
す
る
人
は
、
基
礎
年
金
番
号
が

わ
か
る
も
の
、
通
帳
、
通
帳
の
届
出
印
を
ご
用

意
の
う
え
、
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
の

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

佐
世
保
年
金
事
務
所　
　

　

℡
０
９
５
６-

34-

１
１
８
９

　
　

　

日
本
画
の
絵
の
具（
顔
彩
）を
用
い
て
、
ハ

マ
グ
リ
の
貝
殻
に
絵
付
け
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
華
や
か
な
ひ
な
祭
り
を
描
き
ま
し
ょ

う
。
古
く
か
ら
婚
礼
道
具
で
あ
る
貝
合
わ
せ
用

の
貝
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
と　

き　

２
月
７
日（
日
）午
後
１
時
30
分

　

〜
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館　

２
階

○
定　

員　

20
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

　

り
ま
す
）

○
参
加
料　

１
，
０
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

○
申
込
方
法　

電
話
で
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
へ

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
℡
26-

０
６
３
６
）

　　

市
政
、
教
育
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ら

び
に
景
観
の
形
成
に
貢
献
さ
れ
た
人
に
感
謝
の

意
を
表
す
る
た
め
、
平
戸
市
表
彰
式
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
新
市
誕
生
か
ら
の
10
年
間
の
歩

み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
10
年

間
を
描
く
機
会
と
し
て
平
戸
市
ま
ち
づ
く
り
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

平
戸
市
表
彰
式

○
と　

き　

２
月
21
日（
日
）午
前
９
時
〜

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

○
表
彰
内
容　

市
民
表
彰
、
景
観
表
彰
、
教
育

　

委
員
会
表
彰
、
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
、
元
気
な
ひ

　

ら
ど
ま
ち
づ
く
り
表
彰

平
戸
市
ま
ち
づ
く
り
大
会

○
と　

き　

２
月
21
日（
日
）午
前
10
時
30
分

　

〜（
予
定
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

　

郷
土
料
理
を
生
か
し
た
民
泊
の
推
進
を
目
指

し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

２
月
22
日（
月
）午
後
７
時
〜

○
と
こ
ろ　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
演　

題　

郷
土
料
理
を
生
か
し
た
民
泊
事
業

○
講　

師　

時
枝
仁
子
先
生（
安
心
院
町
グ
リ

　

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
農
泊
部
副
部
長
）

○
入
場
料　

無
料　

○
お
問
い
合
わ
せ　

平
戸
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

　

事
務
局（
℡
０
９
０-

１
８
７
８-
３
７
９
９
）

　　

昨
年
、
平
戸
市
で
は
12
件
の
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
そ
の
内
訳
は
建
物（
６
件
）林
野（
２

件
）車
両（
２
件
）そ
の
他（
２
件
）で
、
一
昨
年

（
平
成
26
年
）の
22
件
よ
り
も
10
件
減
と
な
り
ま

し
た
。
住
民
の
皆
さ
ん
の
防
火
意
識
の
向
上
が

火
災
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
春
に
向
け
て
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
起
こ
り
や
す
い
季
節
で
す
。
火
入
れ
な
ど

に
よ
る
飛
火
で
の
火
災
が
多
く
な
り
ま
す
の
で

消
火
準
備
を
し
て
十
分
注
意
し
て
行
う
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
田
の
く
り
焼
き
・
火
入
れ
な
ど
を
行

う
場
合
は
消
防
署
お
よ
び
保
健
所
へ
連
絡
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　　　

北
松
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
こ

近
年
３
件
の
小
規
模
な
爆
発
・
火
災
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

原
因
は
、
廃
棄
さ
れ
た
卓
上
コ
ン
ロ
用
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
に
残
存
し
て
い
た
可
燃
性
ガ
ス

に
火
花
が
引
火
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。（
過

去
に
も
、
施
設
を
損
傷
し
た
り
、
消
防
車
の
出

動
を
要
請
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
）

　

廃
棄
す
る
際
は
、
次
の
こ
と
に
注
意
を
お
願

い
し
ま
す
。

①
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
最
後
ま
で
使
い
切
る

　
（
残
っ
た
ガ
ス
を
簡
単
に
抜
く
機
能
を
つ
け

　

た
も
の
も
あ
り
ま
す
）

②
専
用
の
器
具
で
穴
を
開
け
る

　

※
使
い
切
っ
て
穴
を
開
け
て
く
だ
さ
い

③
廃
棄
す
る
際
は｢

危
険
物｣

と
し
て
出
す

　

他
に
も
、
化
粧
品
な
ど
の
ス
プ
レ
ー
缶
や
ラ

　

イ
タ
ー
も
危
険
物
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　

い
。
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